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第
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第
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第 

一 

章 
 
 

総 
 

則  
（
学
則
の
目
的
）  

第
一
条 
こ
の
学
則
は
、
大
阪
府
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
六
年
大
阪
府
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
大
阪
府
立
第

二
工
芸
高
等
学
校
（
以
下
「
本
校
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。  

  

第 

二 

章 
 
 

課
程
、
学
科
、
収
容
定
員
及
び
職
員
の
組
織 

（
課
程
、
学
科
及
び
収
容
定
員
）  

第
二
条 

本
校
の
課
程
、
学
科
及
び
収
容
定
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。  

 

定
時
制
の
課
程 

 
 

イ
ン
テ
リ
ア
科 

 
 
 
 
 

百
二
十 

 
 

人 

 
 

ク
ラ
フ
ト
科 

 
 
 
 
 
 

百
二
十 

 
 

人 

 
 

デ
ザ
イ
ン
科 

 
 
 
 
 
 

百
二
十 
 
 

人 

 
 
 

（
職
員
の
組
織
）  

第
三
条 

本
校
の
職
員
は
、
校
長
、
准
校
長
、
教
頭
、
首
席
、
指
導
教
諭
、
指
導
養
護
教
諭
、
教
諭
、
養
護
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
講
師
、
総
括
実
習
助
手
、
実
習
助

手
、
事
務
部
長
、
事
務
長
、
課
長
補
佐
、
主
査
、
副
主
査
、
主
事
、
技
師
、
そ
の
他
必
要
な
職
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。  

 

第 

三 

章 
 
 

修
業
年
限
、
学
年
、
学
期
及
び
休
業
日  

（
修
業
年
限
）  

第
四
条 

修
業
年
限
は
、
定
時
制
の
課
程
に
よ
り
三
年
ま
た
は
四
年
と
す
る
。  

（
学
年
）  

第
五
条 

学
年
は
、
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。  



 

 

 

（
学
期
）  

第
六
条 

学
期
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
校
長
（
定
時
制
の
課
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
が
大
阪
府
教
育
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
承

認
を
得
て
定
め
た
と
き
は
そ
の
学
期
と
す
る
。  

 
 
 
 

第
一
学
期 

四
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 
 
 

第
二
学
期 

九
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 
 
 

第
三
学
期 

翌
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で 

（
休
業
日
）  

第
七
条 

休
業
日
は
つ
ぎ
の
と
お
り
と
す
る
。  

一 

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日  

二 

日
曜
日
及
び
土
曜
日 

三 

夏
季
休
業
日 

七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

冬
季
休
業
日 

十
二
月
二
十
五
日
か
ら
翌
年
一
月
七
日
ま
で 

五 

春
季
休
業
日 

三
月
十
六
日
か
ら
四
月
七
日
ま
で 

六 

学
校
創
立
記
念
日 

十
月
一
日 

七 

前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
日 

２ 
 

校
長
（
定
時
制
の
課
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
は
、
教
育
上
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
会
の
承
認
を
得
て
別
に
休
業
日
を
定
め
、
又
は
休
業
日
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
る
。 

３ 
 

校
長
（
定
時
制
の
課
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
は
、
教
育
上
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
会
の
承
認
を
得
て
休
業
日
に
授
業
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。 

４ 
 

校
長
（
定
時
制
の
課
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
は
、
教
育
上
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
会
の
承
認
を
得
て
土
曜
日
又
は
日
曜
日
に
授
業
を
行
う
こ
と
が
あ

る
。 

   



 

 

 

第 

四 

章 
 
 

教
育
課
程
及
び
授
業
日
時
数  

（
教
育
課
程
及
び
授
業
日
時
数
）  

第
八
条 
教
育
課
程
及
び
授
業
日
時
数
は
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。  

２ 
 

生
徒
は
、
前
項
に
規
定
す
る
所
定
の
教
育
課
程
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

第 

五 

章 
 
 

学
習
の
評
価
並
び
に
課
程
の
修
了
及
び
卒
業
の
認
定  

（
学
習
の
評
価
並
び
に
課
程
の
修
了
及
び
卒
業
の
認
定
）  

第
九
条 

学
習
の
評
価
に
つ
い
て
の
必
要
な
事
項
は
、
校
長
（
定
時
制
の
過
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
が
別
に
定
め
る
。  

２ 
 

各
学
年
の
課
程
の
修
了
及
び
卒
業
の
認
定
に
つ
い
て
の
必
要
な
事
項
は
、
校
長
が
別
に
定
め
る
。 

３ 
 

校
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
卒
業
を
認
め
た
生
徒
に
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
卒
業
証
書
を
授
与
す
る
。 

４ 
 

校
長
は
、
必
要
と
認
め
た
者
に
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
卒
業
証
明
書
、
様
式
第
三
号
に
よ
る
単
位
習
得
証
明
書
、
様
式
第
四
号
に
よ
る
成
績
証
明
書
及
び
様

式
第
五
号
に
よ
る
在
学
証
明
書
を
交
付
す
る
。 

（
原
級
留
置
）  

第
十
条 

校
長
は
、
各
学
年
の
課
程
の
修
了
又
は
卒
業
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
徒
を
原
級
に
留
め
置
く
こ
と
が
で
き
る
。  

  

第 

六 

章 
  

入
学
、
転
学
、
留
学
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
、
退
学
、
休
学
、
出
席
停
止
等
認
定  

（
入
学
資
格
）  

第
十
一
条 

本
校
に
入
学
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。  

一 

中
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者 

二 

外
国
に
お
い
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る
九
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者 

三 

文
部
科
学
大
臣
が
中
学
校
の
課
程
と
同
等
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
認
定
し
た
在
外
教
育
施
設
の
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者 



 

 

 

四 

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者 

五 

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
文
部
省
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
り
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
者 

六 
そ
の
他
校
長
が
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者 

（
第
一
学
年
の
入
学
）  

第
十
二
条 

第
一
学
年
に
入
学
を
願
い
出
た
者
に
対
し
て
は
、
校
長
は
、
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
入
学
を
許
可
す
る
。  

（
編
入
学
、
転
入
学
及
び
転
籍
）  

第
十
三
条 

校
長
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
、
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
考
の
上
、
入
学
又
は
転
籍
を
許
可
す
る
。  

一 

高
等
学
校
等
に
在
学
し
た
者
、
又
は
、
外
国
に
お
い
て
中
学
校
（
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
中
学
校
を
い
う
。
）
に
相
当
す
る
学
校
教
育
の
課
程
を
修

了
し
、
高
等
学
校
に
相
当
す
る
課
程
に
在
学
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
者
の
う
ち
、
相
当
年
齢
に
達
し
、
当
該
年
度
の
入
学
者
選
抜
に
出
願
で
き
な
か
っ
た
者

で
、
本
校
の
相
当
学
年
に
入
学
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
編
入
学
」
と
い
う
。
）
を
願
い
出
た
者 

二 

他
の
高
等
学
校
に
在
学
す
る
者
で
本
校
の
相
当
学
年
に
入
学
（
以
下
こ
の
条
で
「
転
入
学
」
と
い
う
。
）
を
願
い
出
た
者 

三 

本
校
の
全
日
制
の
課
程
、
定
時
制
の
課
程
相
互
の
間
の
転
籍
を
願
い
出
た
者 

２ 
 

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
編
入
学
又
は
転
入
学
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
様
式
第
六
号
、
転
籍
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
様
式
第
七
号
に
よ
る
願
書
を
校
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
誓
約
書
及
び
確
認
書
等
）  

第
十
四
条 

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
入
学
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
様
式
第
八
号
に
よ
る
誓
約
書
及
び
様
式
第
九
号
に
よ
る
確
認
書
を
校
長
（
定
時
制
の
課
程

に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

２ 
 

入
学
志
願
時
以
降
、
本
人
、
保
護
者
又
は
本
人
及
び
保
護
者
の
現
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
者
は
、
入
学
時
に
、
変
更
後
の
住
民
票
の
写
し
等
を
校
長
（
定
時
制

の
過
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
保
護
者
等
の
異
動
の
届
け
出
）  

第
十
五
条 

保
護
者
等
は
そ
の
住
所
そ
の
他
に
異
動
の
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
校
長
（
定
時
制
の
過
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 



 

 

 

（
転 

学
）  

第
十
六
条 

他
の
高
等
学
校
に
転
学
を
し
よ
う
と
す
る
生
徒
は
、
様
式
第
十
号
に
よ
る
願
書
を
提
出
し
、
校
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
留 
学
）  

第
十
六
条
の
二 

外
国
の
高
等
学
校
に
留
学
し
よ
う
と
す
る
生
徒
は
、
様
式
第
十
号
の
二
に
よ
る
願
書
を
提
出
し
、
校
長
（
定
時
制
の
過
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
海
外
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
）  

第
十
六
条
の
三 

海
外
か
ら
本
校
に
留
学
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
号
の
三
に
よ
る
願
書
を
提
出
し
、
校
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
退 

学
）  

第
十
七
条 

退
学
し
よ
う
と
す
る
生
徒
は
、
様
式
第
十
号
に
よ
る
願
書
を
提
出
し
、
校
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
編
入
学
及
び
退
学
）  

第
十
七
条
の
二 

編
入
学
及
び
退
学
を
し
よ
う
と
す
る
生
徒
は
、
様
式
第
十
号
の
四
に
よ
る
願
書
を
提
出
し
、
校
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
休 

学
）  

第
十
八
条 

病
気
等
の
理
由
に
よ
り
、
休
学
を
し
よ
う
と
す
る
生
徒
は
、
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
願
書
に
医
師
の
診
断
書
等
こ
れ
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
校
長
（
定

時
制
の
過
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
 

前
項
の
規
定
に
よ
り
休
学
を
願
い
出
た
と
き
は
、
校
長
（
定
時
制
の
過
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
は
、
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
休
学
を
許
可
す
る
。 

３ 
 

休
学
の
期
間
は
、
引
き
続
き
二
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

４ 
 

校
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
休
学
の
期
間
を
経
過
し
て
も
な
お
復
学
で
き
な
い
と
き
は
、
原
則
と
し
て
退
学
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

（
復 

学
）  

第
十
九
条 

休
学
中
の
生
徒
が
、
理
由
の
消
滅
に
よ
り
復
学
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
願
書
に
医
師
の
診
断
書
等
こ
れ
を
証
す
る
書
類
を
添

え
て
校
長
（
定
時
制
の
過
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
 

前
項
の
規
定
に
よ
り
復
学
を
願
い
出
た
と
き
は
、
校
長
（
定
時
制
の
過
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
は
、
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
相
当
学
年
に
復
学

を
許
可
す
る
。 

 



 

 

 

（
感
染
症
予
防
措
置
）  

第
二
十
条 

校
長
（
定
時
制
の
過
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
は
、
感
染
症
の
予
防
上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
、
学
校
の
全
部
又
は
一
部
の
休
業
を
行
う
こ
と
が

あ
る
。 

２ 
 

校
長
（
定
時
制
の
過
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
は
、
生
徒
が
感
染
症
に
か
か
っ
て
お
り
、
か
か
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
り
、
又
は
か
か
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、

当
該
生
徒
に
理
由
及
び
期
間
を
明
示
の
上
、
出
席
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る 

 

第 

七 

章 
 
 

入
学
料
及
び
授
業
料  

（
入
学
料
及
び
授
業
料
）  

第
二
十
一
条 

入
学
料
及
び
授
業
料
の
額
は
、
大
阪
府
立
学
校
条
例
（
平
成
二
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
八
十
九
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。  

（
納
付
方
法
等
）  

第
二
十
二
条 

前
条
の
入
学
料
及
び
授
業
料
は
、
委
員
会
が
別
に
定
め
る
期
日
ま
で
に
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 
 

既
納
の
入
学
料
及
び
授
業
料
は
、
還
付
し
な
い
。
た
だ
し
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
還
付
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

（
免 

除
）  

第
二
十
三
条 

第
二
十
一
条
に
定
め
る
入
学
料
及
び
授
業
料
は
、
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
入
学
許
可
の
取
り
消
し
）  

第
二
十
四
条 

校
長
は
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
が
、
第
二
十
二
条
第
一
項
に
よ
り
、
別
に
定
め
た
期
日
ま
で
に
入
学
料
を
納
付
し
な
い
と
き
は
、
入
学
許
可
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第 

八 

章 
 
 

賞 
 

罰 
 

（
褒 

賞
）  

第
二
十
五
条 

褒
賞
に
つ
い
て
は
、
校
長
（
定
時
制
の
過
程
に
あ
っ
て
は
准
校
長
）
が
別
に
定
め
る
。  

（
懲 

戒
）  

第
二
十
六
条 

校
長
、
准
校
長
及
び
教
員
は
、
教
育
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
生
徒
に
懲
戒
を
加
え
る
こ
と
あ
る
。 



 

 

 

２ 
 

懲
戒
の
う
ち
、
退
学
、
停
学
及
び
訓
告
の
処
分
は
、
校
長
が
こ
れ
を
行
う
。
た
だ
し
、
定
時
制
の
課
程
に
あ
っ
て
は
、
停
学
及
び
訓
告
の
処
分
は
、
准
校
長
が

こ
れ
を
行
う
。 

３ 
 

前
項
の
退
学
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
う
。 

一 
性
行
不
良
で
改
善
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者 

二 

学
力
劣
等
で
成
業
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者 

三 

正
当
の
理
由
が
な
く
て
出
席
常
で
な
い
者 

四 

学
校
の
秩
序
を
乱
し
、
そ
の
他
生
徒
と
し
て
の
本
分
に
反
し
た
者 

附 
 
 

則  

（
施
行
期
日
等
）  

こ
の
学
則
は
、
令
和
四
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
四
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
適
用
す
る
。 


